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このたび日英病理学会国際交流事業の一環として、Nottingham Pathology 

2016 学術集会（2016年 6月 28日～7月 1日）への参加ならびに学術集会会場

近郊の Queen’s Medical Centreへの施設見学をさせて頂きました。 

学術集会では、ポスター発表を海外で行う経験をさせて頂き、また、British 

Lymphoma Pathology Group（BLPG）Meetingなど色々な興味深い学術プロ

グラムを聴講させて頂きました。特に BLPG Meeting では、稀な疾患である

histiocytic and dendritic cell tumoursの詳しい lecturesを集中的に勉強させて

頂きました。そして、施設見学では、診療部門と研究部門を備えた大規模な施

設として Queen’s Medical Centre を丁寧に御案内頂きました。具体的な実務は

診療・研究ともに日本のものと大きな違いはなさそうでしたが、規模の違いに

は圧倒されました。具体的な数字を挙げますと、標本数が 5 万件／年くらい、

病理医数が25人くらいとのことでした。また、病理医の業務をサポートする方々

も充足している印象でした。 

その他、Nottingham Castle Cavesへのツアー、Musical Entertainment付

きのカンファレンスディナーやバンプカーなど様々なイベントも楽しませて頂

きました。ちなみに、バンプカーですが、日本のゴーカートのような車に乗っ

てグルグル方向だけ操縦し、車と車が衝突しあうアトラクションです。もちろ

ん、衝突しあっても安全な仕様の車に乗るアトラクションですが、このアトラ

クションが学術集会会場のすぐ近くに突然設置されたのには驚きました。今回、

私は初めての欧米だったのですが、そのような私を細かく気遣って下さり、色々

と御世話頂きました英国の諸先生方には本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

なお、日本からは順天堂大学の八尾隆史先生と慶應義塾大学の下田将之先生と

御一緒させて頂いたのですが、英国のカレー料理も十分堪能させて頂きました。 

このたびは大変貴重な機会を与えて頂きました英国病理学会ならびに日本病

理学会の関係者の皆様に心より厚く御礼申し上げます。 
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